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本論文は，この目的のために都市高速道路を利用する自動車と大阪都心商業地域 (CB D) に流入す
る貨物車の交通量を削減するための 3 つの方法を提案している。すなわち，
(1) ピーク時に阪神高速道路を利用するドライパーの割増料金に対する交通手段転換意識を調べ，これ
を基に現行の料金に対するドライバーの意識に影響する主な要因を数量化E類分析を用いて明らかにし，
交通量削減のための効果的指針を与えている。
(2) 大阪CBD地域で行った観測調査に基づき，貨物車のローディング活動特性を調べ，シミュレーショ
ンモデルを構築し，コンソリデーションターミナルの有効性と貨物車交通量削減率推定の手法を提案し
ている。
(3) 各商店が普通の営業時間以外に荷物の集配だけのための超過時間を設けるという提案を行って，商
店主に対するヒアリング調査結果から CBD地域に流入する昼間交通量の削減率を求め，実用性の検証
結果から，効果的な手法の提案を行っている。
以上のように本論文は，都心の交通量緩和を目的とする有効かつ，実用的な対策について，具体的な
提案とその効果について考究したもので，その結果は，実際上の交通量削減策として有用であるのみな
らず，交通工学，都市交通政策上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも
のと言忍める。
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